
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●井出  敏朗  能美市長が誕生！（1p）  

●平成２８年度 政務活動費 報告（1p） 

●３月議会 一般質問（2p～3p）  
●  福祉のまちづくりについて 

●  男女共同参画社会の推進について 

●  農業者への理解と支援について 

●  九谷焼振興策について問う 

●  環境への取り組みについて 

1/21 女性と若者のつどい  

4p 

2/11 佐々木はじめ国政報告会   2/12 防災士会出前講座        2/16 立志式  

2/17 福祉ボランティアげんきかい懇親会      2/19 学びフェスタ「男女共同参画」  

平成２９年 春 第１８号 

1p 

2/21 産学官交流事業   2/23 子どものネット環境講座   2/25 市民講座  家での看取り  2/26 議会と市連壮意見交換会  

平成２９年２月５日(日)投開票の能美市長選挙で井出 敏朗新市長が誕生！ 

この度、第２代能美市長に就任致し、能美市政の舵取りの重責を担うこととなりました。 

初心を忘れず粉骨砕身、市政の発展に尽くしてまいる決意であります。  
 

市民がふるさと能美市に誇りを感じるとともに郷土愛を深め「住んでよかった」

と実感できる街づくりをすすめるため、市民の皆様の声を大切にしてまいりたい

と考えています。地域や年齢、職業など様々な方と膝をつき合わせる「タウンミ

ーティング」を開催し、貴重なご意見を施策に反映するとともに、県議会議員の

経験を生かし石川県と連携しながらトップセールスを展開する考えです。北陸新

幹線敦賀開業を見据えて、周辺自治体との広域連携にも力を注ぎ、さらに魅力と

にぎわい溢れる豊かな能美市を目指していきます。今後とも一層のご指導ご支援

を賜りますようお願い申し上げます。（能美市ホームページより）  

能美市長  井出 敏朗  

能美市内  全戸配布版  

2/26NPO 法人えんがわ総会         2/27 お店屋さんの認知症講座      2/28 医療ケア児の会との交流会  

2/28 商工会女性部活動発表  3/4 防災ネット研修会          3/5 地域福祉のつどい        3/5 寺井校下壮年団総会  

平成２９年１月～３月の活動  

田中策次郎 平成２８年度 政務活動費 報告（交付額 60 万円） 

広報費   市政報告「絆」14 号～17 号（全戸配布）658,374 円の 60％ 396,745 円を計上 

 通信費   議会傍聴案内 等                      69,321 円  

 研修費                                         65,920 円  

（研修費内訳）  能美シェレホフ協会会費           8,400 円  

          地球温暖化カンファレンス（名古屋市）  13,020 円  

          日本女性会議 2016（秋田市）       44,500 円  

 人件費   共同事務職員費                       56,000 円  

 事務費   議会インターネット使用料・コピー機使用料          16,575 円  

 資料購入費 自由民主購読料 5,100 円・発達障害の合理的配慮 1,944 円    7,044 円  

 合 計                               611,605 円 

○市議会ホームページでは「収支報告書」「条例・規則」「政務活動費等の運用指針」を公開。  

○領収証や政務活動に係る調査結果報告書等などの提出書類一式を議会事務局で閲覧できます。  

加えて議会では運用指針の見直しも進めています。       （公開は平成２９年６月頃から）  

能美市議会では、運用指針に沿いながら各議員の責任のもと政務活動費の提出を行っています。  

これからも市民の皆様から信頼されるべく議員活動に努めてまいります！ 

1/5 京田陽太選手激励会          1/8 能美市成人式  

2/19 能美市シェレホフ協会  

3/9 市長表敬訪問     3/11 東日本大震災募金活動   3/23 医療ケア児の会  市長訪問  3/26 自民党寺井支部定例大会  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能美市議会議員 田中 策次郎 
〒923-1124 石川県能美市三道山町チ 16-2  
TEL 0761-58-5037  FAX 0761-58-5209 
Mail 3926@e-mail.jp  http://3926jp.net/ 

 

日頃の活動も  
ご覧ください  

平成２９年３月定例会 一般質問 （３月１５日） 

2p 

市長の今後の市の政策方針を問う 

福祉のまちづくりについて問う 
能美市は子育ての支援策に力を入れ、若者世代の定住人口の促進に取り組む一方、高齢者が地域で互いに

支え合う仕組みづくりを進めています。子育てしやすい環境づくりにも取り組む余地はあると考えます。  

●若者から、市内で休日での同じ世代の人たちが集える場所がないと聞く。  

●子育て中の方から、日曜日の子育て支援センターと児童館の開館をふやして！との声も聞きます。  

●個々に対応するために子育てサポーターの増員や心に寄り添う知識の向上も必要になると思います。  

質  能美市に生まれ、若者から高齢者世代と一生を能美市で豊かに過ごせるような  

福祉のまちづくりをどのように展開していくのか  

答  井出  敏朗  市長  

地域の課題を我がことと捉え、地域を丸ごと支える包括的な支援体制を構築し、切れ目のない支援の実現

により、子ども、障害のある人、高齢者、全ての市民が住んでよかったと実感し、ふるさと愛と誇りを

深められるまちづくりに向け、対話を重視しながら市政運営に努めていきたい。  

3p 

九谷焼振興策について問う 
質  県立九谷焼技術研修所の卒業生を雇用する事業所に補助する後継者支援策に加え、  

県外から来て九谷焼事業者で働く若者にも後継者支援策の拡大をできないか。  

九谷陶芸村のさらなる活性化に絵本カフェ、子育て応援フリーマーケット、ファミリーコンサートなど  

若手作家と子育て世代との交流イベントを開催できないか。  

今後、九谷陶芸村や作家・問屋等の九谷焼の振興策に、どのように取り組んでいくのか  

答  井出  敏朗  市長  

九谷焼の振興を図る上での交流人口拡大との分野においては、九谷陶芸村が拠点の一つである。  

私自身もトップセールスとして九谷焼や九谷陶芸村の魅力を発信していきたい。  

提案の子育て応援ボランティアグループとの連携したイベント開催など、  

新しい視点での陶芸村の魅力度アップに向けてもあわせて検討を進めていきたい。  

若手の作家に対しても能美市に戻ってきてもらえるような支援策ができないか検討していきたい。  

田中  九谷焼問屋などの振興策についても今後の取り組みとして取り入れるよう願います。 

 

男女共同参画の社会の推進について問う 
子育てや介護、災害時の対応などなどあらゆるところで  

男女共同参画の推進が求められています。  

質  「育児休暇・介護休暇支援への取り組み」  

「市職員の管理職や審議会の女性委員の割合」  

「女性リーダーの育成」  

「男女を問わずした人権の尊重の啓発」に  

どのように取り組むのか。  

答  井出  敏朗  市長  

能美市役所の育児休業や介護休暇に関しては、男女を問わず希望者には全て対応する体制となっており、

育児や介護と仕事とを両立するために休暇を取得しやすい職場環境であると思う。  

女性管理職については今年度４月時点で15.6％、適材適所を心がけ平成32年

度の目標20％に向け取り組む。市の各審議会の女性委員の割合は今年度４月

時点で21.7％、平成31年度の目標40％に近づくよう働きかけたい。  

 女性リーダーの育成や男女の人権尊重啓発活動に関して「家庭と仕事との両立」

「休暇を取得しやすい職場環境」「給与や労働条件の改善」など、石川労働局や

県当局、市の関係課と連携しながら講演会・セミナーなどの開催や制度の説明会など

各企業と一体となって事業を展開していきたい。  

 
農業者への理解と支援について問う 

能美市はブランド農産物の支援や６次産業化の推進を展開しています。しかし農家は農作業の忙しさから

６次産業品の開発、販路展開などの余裕がないのが実情です。最近ではトラクターが農道を走っても交通

の妨害や土で汚れるなどの苦情を言われ、それらの対応にも大きな配慮や労力をしているとのことです。  

農業は中山間地の環境保全や大雨時の治水や地下水保全などにも大きく役立っています。  

今後は、農業に対する理解も行政の大きな役割だと考える。  

質  今後は農業支援について、どのような施策を進めていくのか  

答  井出  敏朗  市長  

多面的機能支払い事業を通じ農家と非農家が共同活動を行い、地域コミュニティの創造や農業、  

農村の大切さ、地域農業を維持することの重要性を広く一般に理解を深めていきたい。  

地産地消のさらなる推進に地元企業の食堂での能美産米の消費拡大をＪＡと連携し進めていきたい。  

制度改正によって農家の経営が不安定にならないよう、  

能美市単独で生産調整特別助成事業や地域振興作物特別助成事業は継続をしていきたい。 

新規就農者の確保や育成に関する事業、中山間地域における鳥獣対策事業などを継続しながら、  

農業情勢の変化に応じた時宜にかなった農業者支援策を講じたい。  

環境への取り組みについて問う 
質  地球温暖化対策として市内の新築や改修される公共施設において、あるいは既存の施設についても  

太陽光発電施設の設置が望まれるが、どのように考え、取り組んでいくのか  

市民や子供たちへの環境教育、ごみ減量についてどのように取り組むのか  

答  井出  敏朗  市長  

市内公共施設の太陽光発電施設は 11 施設に設置、費用対効果を考慮し設置を検討していきたい。 

市民がさまざまな機会を通じて環境問題について学習し、自主的に環境保全活動に取り組んでいくことが

重要、21 世紀を担う子供たちへの環境教育は重要であると考える。環境教育の推進、充実を図るため、 

６月の環境月間に合わせ市民向けの環境講座を検討している。 

 
３月１９日「第３回  田中さくじろう  ボーリング大会」開催！  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
★今年は子供から大人７０人が参加！  
お世話頂いた皆様ありがとうございました★  


